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1.

研究動向・成果

１．はじめに

　社会資本ストックの高齢化に伴い、戦略的な維持

管理の重要性が指摘されているが、その実行には、

維持管理業務の担い手の確保が重要である。その一

方、昨今、国土交通省の維持修繕工事における契約

の不調・不落（応札者がいない、もしくは応札価格

が予定価格を上回り契約が不成立・やり直し）が課

題となっており（図参照）、調達方法等について対

策を行っているところである。

２．調達手法、情報利活用に関する検討

　表は、維持管理業務委託（道路・河川分野）にお

いて受注者側から挙げられた課題を示す。受注者側

の課題は、①契約手法自体の見直しにより改善可能

なものと、②積算内容（現場実態と積算との乖離）

に関するものに大きく分類できると考えている。本

研究では、これまで前者の契約手法自体の見直しを

　（キーワード）　　維持管理、調達手法、入札の不調・不落、積算の合理化

対象とした検討に取り組んできた。例えば、複数年・

複数業務等の包括的な維持管理業務委託、性能管理

型工事及び地域維持型建設共同企業体との契約等の

事例に着目し、その効果やデメリットを明らかにし

た。一方、2013年度からは、後者の積算内容に関す

る新たな検討として、情報蓄積・利活用技術に関す

る研究に着手した。具体的には、予定価格作成のた

め徴取する見積もり及びその見積もり条件等の関連

資料の中から、横断的に活用可能なものを全国ベー

スで収集・蓄積し、積算の合理化、省力化を可能と

することを目指している。

３．今後に向けて

　維持修繕工事は、施工条件や施工内容が現場特有

であり、また技術開発に伴う施工方法の変化も速く、

新設工事とは状況が大きく異なる。そのため、積算

基準が適用できない工種や作業が数多く存在する。

引き続き関係部局と連携し、維持管理業務の円滑な

実施に向けた調達手法や積算のあり方等について、

とりまとめていきたい。

表　維持管理業務委託における主な課題

（アンケート及びヒアリング調査等に基づき整理）

図　工種別不調・不落工事の発生状況（件数ベース）
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